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災害概況のまとめ   （平成２２年１月から６月） 

Ⅰ 火災概況 

平成２２年上半期の火災件数は４１件で、前年に比べ２２件減少しています。これは、建物

火災が５件、その他火災（枯れ草火災などの火災）が１４件、林野火災が３件減少したことに

よるものです。火災件数が減少した一方で、焼損面積及び損害額が昨年に比べ大幅に増加して

います。焼損面積が増加した要因としては、１月に発生しました大規模な工場火災によるもの

です。また、損害額が増加した要因としては、住宅火災によるものと、作業場火災による収容

物の焼損によるものです。 
  火災原因については、｢こんろ｣が６件と最も多く、次いで「放火（疑いを含む）」が５件、｢た

き火｣が５件となっています。 
  死者は１人で、前年に比べ１人減少しています。負傷者は前年に比べ２人増加し１０人とな

っており、消火しようとした際に多く発生しています。死者、負傷者ともに６５歳以上の高齢

者の割合が高く、今後の高齢化の進展とともに、さらに増加していく恐れがあります。 
今後の取り組みとして、自治会等と連携し住宅用火災警報器の設置促進活動を含めた住宅防

火の推進が重要と考えます。 

Ⅱ 救急概況 

  救急出動件数は４，２３５件で前年に比べ８８件、救急搬送人員は４，０１５名で１３６名

の増加となり、４年ぶりの増加となっています。 
事故種別で見ますと、急病が半数以上を占め、次いで転院搬送、一般負傷、交通事故の順と

なっています。 
  年齢別で見ますと、６５歳以上の高齢者が搬送される件数が年々増加しています。今後、少

子高齢化に伴い更に高齢者が占める割合が増加することが予測されます。 
  心肺停止傷病者に対しての応急手当の割合が微減しています。救急現場での早期の応急手当

が救命のチャンスを拡大します。 

Ⅲ 救助概況 

  救助出動件数は７１件で前年に比べ８件の減少、救助活動件数は５３件で前年に比べ８件減

少しています。 
救助人員は４７名で前年に比べ１名増加し、事故種別で見ますと、交通事故が最も多く３０

名となっています。 
  全国的に風水害、地震、列車事故などの災害が大規模化することに伴い、県内や県外の消防、

医療、防災機関、行政などの迅速な連携活動が必要不可欠となっています。 

Ⅳ １１９番着信状況 

  １１９番の総着信件数は５，９９２件で２１９件の増加でした。平成１８年から減少傾向で

したが、やや増加しています。 
 事故種別ごとの占める割合を見ると、それぞれ火災通報９０件で４４件減、救急通報４，０

９９件で８５件増、救助通報２６件で１件増、警戒通報３４件で１１件減、問い合せ５２７件

で１３件減、悪戯６０件で１１件減、間違い３５８件で７件減、訓練７９８件で２１９件増で

した。総着信件数から問い合せ、悪戯、間違い、訓練などを除く災害通報は４，２４９件でし

た。１１９番に接続できる固定電話、携帯電話、ＩＰ電話からの位置情報を取得するため「統

合型発信地システム」を平成２２年７月から導入しました。その機能が発揮され迅速な対応が

取れます。 

1



  

Ⅰ 火災概況 
（平成２２年上半期 １月～６月） 

１ 火災の状況 

（１） 火災件数 

    平成２２年上半期の火災件数は４１件で、前年に比べ２２件（－３５％）少なく

なっています。 

年別 １８年 １９年 ２０年 ２１年 ２２年 

火災件数 ６８件 ７０件 ４８件 ６３件 ４１件 

                          （別表Ⅰ－１・別図Ⅰ－１参照） 

 

（２） 火災種別 

   種別の構成比率をみますと、建物火災が全体の６８％と最も高い比率を占め、次

いでその他火災（枯れ草火災など）２０％、車両火災の１０％と続いています。 

前年に比べ建物火災は５件、その他火災（枯れ草火災など）は１４件少なくなって

います。                   （別表Ⅰ－１・別図Ⅰ－２参照） 

 

（３） 月別 

     月別の火災件数をみますと、５月が９件で最も多く、次いで１月の８件、４月と

６月の７件となっています。          （別表Ⅰ－２・別図Ⅰ－３参照） 

 

（４）  市町村別 

   市町村別の火災件数をみますと、市部（米子市、境港市）が２３件で全体の５６．

１％を占めています。             （別表Ⅰ－３・別図Ⅰ－４参照） 

 

（５）  損害額 

   損害額は、１３６,８１４,０００円で、前年（５６,４９８,０００円）に比べ８

０,３１６,０００円多くなっています。要因としては、建物火災によるものと、作

業場火災における収容物の焼損によるものです。 

   火災種別ごとの損害額をみますと、建物火災が約１３４,９３６,０００円で全体

の９９％以上を占めています。 

   月別の損害額は、４月の約８６,８９６,０００円が最も多く、次いで１月の３２,

２７５,０００円となっています。        （別表Ⅰ－１・別表Ⅰ－２参照） 

 

２ 火災原因 

  原因は、「こんろ」が６件で最も多く、次いで「放火（放火疑い含む）」５件、「たき火」

「火入れ」が５件となっています。               （別表Ⅰ－４参照） 
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３ 死者・負傷者 

  死者は１人で、前年と比べ１人減少しています。 

  また、負傷者は前年と比べ２人増加し１０人となっており、消火しようとした際に多

く発生しています。                （別表Ⅰ－１・別図Ⅰ－５参照） 

 

 

 

別図Ⅰ－１　火災件数の推移
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別図Ⅰ－２　　火災種別ごとの件数と構成比率
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別図Ⅰ－４　市町村別火災件数の構成比率
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別図Ⅰ－３　月別の火災件数
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別図Ⅰ－5　経過別負傷者発生状況

避難しようとして
　2人　20％

5



増　減
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別表Ⅰ－１　平成２２年上半期の火災概況
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原 因 別

損害額

（千円）

合        計 41 28 1 4 8 136,814 1 10

た ば こ 3 2 1 24,957

こ ん ろ 6 6 906 1

か ま ど

風 呂 か ま ど 1 1 406 1

炉

焼 却 炉

ス ト ー ブ 1 1 2 1

こ た つ

ボ イ ラ ー

煙 突 ・ 煙 道 1 1 1,270

排 気 管

電 気 機 器 1 1 31

電 気 装 置

電灯・電話等の配線 1 1 160

内 燃 機 関

配 線 器 具

火 あ そ び

マッチ・ライター

た き 火 5 1 4 19 3

溶 接 機 ・ 切 断 機

灯 火 1 1 362

衝 突 の 火 花

取 灰

火 入 れ

放 火 1 1 1

放 火 の 疑 い 4 3 1 27,358

そ の 他 6 4 1 1 7,991

不 明 ・ 調 査 中 10 7 2 1 73,351 1 4

死者 負傷者

別表Ⅰ－４  原因別火災発生概況

火災件数 死者負傷者

計 建物 林野 車両 船舶 航空機 その他 計
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 救急概況 
（平成２２年上半期  １月～６月） 

１ 救急出動状況、救急搬送状況 
平成２２年上半期の救急出動件数及び救急搬送人員は、それぞれ４，２３５件、４，０１５

人であり、前年同期と比べて救急出動件数は８８件（＋２．１％）、救急搬送人員は１３６名（＋

３．４％）の増加となりました。        （別図Ⅱ－１，Ⅱ－２，Ⅱ－３参照） 
 
２ 市町村別救急活動状況 

市町村別では、米子市の救急出動件数及び救急搬送人員がそれぞれ２，４７５件(５８，４％)、
２，３１５人（５７，７％）と半数以上を占めています。   （別図Ⅱ－４参照） 

 
３ 傷病程度別搬送状況 

傷病程度別の搬送人員を見ると、中等症が１，９８１人（４９．３％）で最も多く、次いで

軽症が１，３３４人（３３．２％）、重症５９７人（１４．９％）、死亡９５人（２．４％）と

なっています。                      （別図Ⅱ－５参照） 
  
４ 年齢別搬送状況 

   年齢別の搬送人員のうち、６５歳以上の高齢者は２，３８１人（５９．３％）で搬送人員の６

割近くを占めています。                    （別図Ⅱ－６参照） 
 
 ５ 署所別救急活動状況 
   署所別の救急出動件数、救急搬送人員ともに米子市を管轄する米子消防署(１，４１７件１，

３０７人)、皆生出張所(７２３件、６８０人)で約半数を占めています。  （別図Ⅱ－７参照） 
  
６ 月別救急活動状況 

   月別の救急出動件数を見ると、１月の７５１件（１７．７％）が最も多く、次いで４月、５月

となっています。                      （別図Ⅱ－８参照） 
  
７ 現場到着所要時間、収容所要時間 

   平均現場到着所要時間は７分２７秒、平均収容所要時間は３５分１３秒であり、前年同期と比

べて平均現場到着所要時間は１９秒延長、平均収容所要時間は１分２７秒延長しています。 
（別図Ⅱ－９，Ⅱ－１０参照） 

 
 ８ 応急手当実施状況 
   家族等により応急手当が実施された件数は、４５．４％となりました。 
                              （別図Ⅱ－１１参照） 
 
 ９ 高度救命処置件数 
   気管挿管、薬剤投与が行なえる認定救急救命士の増加により、処置件数も増加しています。 

           （別図Ⅱ－１２参照） 
 
１０ 医師引継ぎ時の状況 
   心肺停止傷病者を救急車で搬送中に１３名の方が回復しています。 
                              （別図Ⅱ－１３参照） 
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事故種別 火災 水難 交通
労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加害
自損
行為

急病
転院
搬送

その
他

計

出場件数 27 3 376 32 23 540 12 66 2,562 570 24 4,235

※自然災害は、発生しませんでした。

事故種別 火災 水難 交通
労働
災害

運動
競技

一般
負傷

加害
自損
行為

急病
転院
搬送

その
他

計

搬送人員 5 0 407 32 23 519 10 45 2,404 570 0 4,015

※自然災害は、発生しませんでした。

別図Ⅱ-２　事故種別救急搬送状況

自損
行為
1.1%

運動
競技
0.6%

交通
10.1%

火災
0.1%

水難
0.0%

その他
0.0%

急病
59.9%

転院
搬送
14.2%

労働
災害
0.8%

加害
0.2%

一般
負傷
12.9%

別図Ⅱ-１　事故種別救急出動状況

一般
負傷
12.8%

加害
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別図Ⅱ-３　過去５年間の救急推移
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別図Ⅱ-４　市町村別救急活動状況
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程　　度 死　亡 重　症 中等症 軽　症 その他 合　計

搬送人員 95 597 1,981 1,334 8 4,015

新生児 乳幼児 少 年 成 人 高齢者 合 計

搬送人員 20 131 131 1,352 2,381 4,015

別図Ⅱ-５　傷病程度別搬送状況

軽　症
33%

中等症
50%

重　症
15%

死　亡
2%

その他
0%

別図Ⅱ-６　年齢別搬送状況
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死　亡
2.4%
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重　症
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別図Ⅱ-７　署所別救急活動状況
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別図Ⅱ-８　月別救急活動状況
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別図Ⅱ-１０　収容所要時間

60分～120分
5.2％

（208人）

別図Ⅱ-９　現場到着所要時間
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食道閉鎖式 気管挿管 除細動 輸液 薬剤

実施件数 80 10 9 47 11
割合（％） 62 8 7 36 9

別図Ⅱ-１１　応急手当実施状況
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家族等により応急手当が
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６４人
（45.4％）

家族等により応急手当が
実施されていない

傷病者数
７７人

（54.6％）

別図Ⅱ-１３　医師引き継ぎ時の状況
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別図Ⅱ-１２　高度救命処置件数
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Ⅲ 救助概要 
（平成２２年上半期 １月～６月） 
 

１ 事故種別救助出動状況 
            救助出場件数は７１件あり、そのうち交通事故が３３件（４６．５％）と最も

多く、火災が１５件（２１．１%）、水難事故が４件（５．６％）、建物事故が２

件（２．８％）機械事故が１件（１．４％）、ガス及び酸欠事故が１件（１．４％）、

その他の事故が１５件（２１．１％）となっています。 
（別図Ⅲ－１参照） 

 ２ 事故種別救助活動状況  
  救助活動件数は５３件あり、そのうち交通事故が２２件（４１．５％）と最も

多く、火災が１５件（２８．３％）、建物事故が２件（３．８％）、水難事故が２

件（３．８％）、その他の事故が１１件（２０．８％）となっています。 
（別図Ⅲ－2 参照） 

 ３ 事故種別救助人員状況 
救助された人員は４７人あり、そのうち交通事故が３０人（６３．８％）と最

も多く、火災が２人（４．３％）、水難事故が２人（４．３％）、建物事故が２人

（４．３％）その他の事故が１１人（２３．４％）となっています。 
（別図Ⅲ－3 参照） 

 ４ 管轄別救助活動状況 
   事故が発生した場所を消防署の管轄別で比較して見ると、出動件数、活動件数、

救助人員とも米子消防署が最も多く、次いで境港、大山、江府消防署の順となって

います。 
（別図Ⅲ―４参照） 

 ５ 市町村別救助活動状況 
   事故が発生した場所を市町村別で比較して見ると、出動件数、活動件数、救助人

員ともに、米子市が最も多く、次いで境港市、大山町の順となっています。 
（別図Ⅲ－5 参照） 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計 

出場件数 15 4 33 0 1 2 1 0 15 71

 

別図Ⅲ-１　事故種別救助出場状況
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事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計 

活動件数 15 2 22 0 0 2 1 0 11 53

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故種別 火災 水難 交通 風水害 機械 建物 ガス 破裂 その他 計 

救助人員 2 2 30 0 0 2 0 0 11 47

別図Ⅲ-２　事故種別救助活動状況
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別図Ⅲ-３　事故種別救助人員状況
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別図Ⅲ-４　管轄別救助活動状況
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別図Ⅲ-５　市町村別救助活動状況
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Ⅳ．１１９番着信状況       

 （平成２２年上半期 １月～６月）  

１．概況 
   平成２２年上半期の１１９番通報は、総着信件数５，９９２件で昨年上半

期より２１９件多くなっています。１ヶ月平均にすると約９９９件、１日平

均では約３３件の着信となります。通報内容としては、救急が最も多く４，

０９９件（６８．４%）でした。火災は９０件（１．５%）で、そのほかの

通報としては、救助２６件（０．４％）、警戒３４件（０．６%）、間違い３

５８件(６．０%)、通報訓練等７９８件（１３．３%）、休日・夜間などの病

院に関する問い合わせ等５２７件（８．８%）となっており、悪戯と思われ

るものが６０件（１．０%）でした。 
（別表Ⅳ－１、別図Ⅳ－１参照） 

                                         

 ２．月別の着信状況 
月別での着信件数の最も多かったのは５月の１，０５５件、逆に最も少な

かったのは２月の９３６件で、月平均９９９件でした。救急通報では、最も

多かったのは１月の７１７件、最も少なかったのは６月の６５８件で、月平

均約６８３件でした。火災通報では、最も多かったのは１月の２８件、最も

少なかったのは６月の６件で、月平均１５件でした。 
（別表Ⅳ－２、別図Ⅳ－２、Ⅳ－４参照） 

 

３．電話種別による通報状況 

災害別の通報状況として、固定電話（IP 電話含む）と携帯電話の比率で

は、救助、火災、警戒が救急に比べ携帯電話の比率が高くなっています。

屋外で発見される場合の多い交通事故等や火災、たき火といった多くの人

の目につきやすいものと、急病など屋内で発生することが多い救急との違

いが現れています。 

（別表Ⅳ－３、Ⅳ－４、別図Ⅳ－３、Ⅳ―５参照） 

 

 ４．携帯電話からの着信状況 

携帯電話からの１１９番通報は１，６２７件で、全着信件数の約２７％

でした。携帯電話で１１９番通報されますと、その場所により必ずしも、電

話をされた地区を管轄する消防本部に接続されるとは限りません。管轄地区

以外の通報が着信した場合には、その地区を管轄する消防本部に電話を相互

に転送し、対応します。これを携帯電話の消防機関別転送処理状況として別

表（Ⅳ―６）に表しています。上半期の他の消防機関との転送処理件数は２

６件でした。 

（別表Ⅳ－３、Ⅳ－５、別図Ⅳ－３参照） 

 

20



５．時間帯別１１９番通報の着信状況 

   時間帯別１１９番通報の着信件数は、活動時間帯(午前８時頃～午後９

時)に大半を占めており、睡眠時間帯（午後１０時～午前６時）では午前５

時まで時間の経過とともに件数が少なくなっています。              

 （別図Ⅳ－4 参照） 

 

 

別表Ⅳ－１     １１９番着信件数の推移（上半期） 

  火災 救急 救助 警戒 問合せ 悪戯 間違い 訓練等 合計 

平成１８年 199 4,461 34 42 593 104 412 465 6,310

平成１９年 152 4,253 34 50 508 51 456 526 6,030

平成２０年 92 4,049 30 57 505 70 373 570 5,746

平成２１年 134 4,014 25 45 540 71 365 579 5,773

平成２２年 90 4,099 26 34 527 60 358 798 5,992

 

 

別表Ⅳ－２      月別１１９番着信状況（上半期） 

 

 

別表Ⅳ－３   電話種別による１１９番着信件数の推移（上半期） 

 

 

 火災 救急 救助 警戒 問合せ 悪 戯 間違い 訓練等 合 計

１ 月 28 717 3 8 113 14 57 63 1,003

２ 月 7 683 5 4 75 6 53 103 936

３ 月 11 670 8 10 79 10 63 154 1,005

４ 月 26 683 7 3 75 8 58 117 977

５ 月 12 688 1 2 109 12 72 159 1,055

６ 月 6 658 2 7 76 10 55 202 1,016

合 計 90 4,099 26 34 527 60 358 798 5,992

月平均 15 683.2 4.3 5.7 87.8 10 59.7 133 998.7

 
固定電話から

の着信件数 

携帯電話からの

着信件数 
I P 電 話 合  計 

平成１８年 ４，６９０ １，５２７ ９３ ６，３１０

平成１９年 ４，３２３ １，４６５ ２４２ ６，０３０

平成２０年 ３，９１３ １，４５８ ３７５ ５，７４６

平成２１年 ３，５７３ １，５０８ ６９２ ５，７７３

平成２２年 ３，４７２ １，６２７ ８９３ ５，９９２
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別表Ⅳ－４       電話種別の通報状況（上半期） 

 

 

 

 

別表Ⅳ－５      携帯電話からの着信状況（上半期） 

 

 

 

 

別表Ⅳ－６     携帯電話の消防機関別転送状況（上半期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
   
 
 

 

  火災 救急 救助 警戒 問合せ 悪戯 間違い 訓練等 合計 

固定電話  3 4  2 , 4 4 2  5 1 2 2 1 0 2 7 1 4 5  5 9 7 3 , 4 7 2

携帯電話  5 0  9 7 4  2 0 1 5 2 5 5 3 1 1 6 7  1 1 5 1 , 6 2 7

I  P 電話  6  6 8 3  1 7 6 2 2 4 6  8 6 8 9 3

総  合  計  9 0  4 , 0 9 9  2 6 3 4 5 2 7 6 0 3 5 8  7 9 8 5 , 9 9 2

西部消防圏域内の災害などの着信件数 

直接通報を 

受けた件数 

他の消防機関から 

転送受信した件数 
総着信件数 

 

他の消防機関に 

転送をした件数 

  １，６１８ ９ １，６２７ １７

他の消防機関に転送した件数 

消防 
火災 救急 その他 合計

松 江 9 1 10

安 来 5  5

雲 南   

東 部 1  1

中 部 1  1

新 見   

真 庭   

津 山   

備 北   

合 計 16 1 17

他の消防機関から転送を受信した件数 

消防 
火災 救急 その他 合計

松 江      4  4

安 来  1 1 2

雲 南    

東 部   1 1

中 部   1 1

新 見  1  1

真 庭    

津 山    

備 北    

合 計  6 3 9
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別図Ⅳ―１               通報内容別着信状況 
     

救助 0.4%

警戒 0.6%

問合わせ8.8%

間違い 6.0%

悪戯 1.0%

訓練等 13.3%
火災1.5%

救急 68.4%

 
   

 

  

 

別図Ⅳ―２         月別着信状況  
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火災 28 7 11 26 12 6
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別図Ⅳ―３   固定電話、携帯電話、IP 電話からの着信比率 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

　IP電話 153 148 129 158 141 164

携帯電話 263 245 254 266 310 289

固定電話 587 543 622 553 604 563

1月 2月 3月 4月 5月 6月

 
別図Ⅳ―４        時間帯別着信状況 
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別図Ⅳ―５  災害別の固定電話、携帯電話からの着信比率 
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合計 火災 救急 救助 警戒等 問合せ 間違い 悪戯 訓練等
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松尾 



  郵便番号

  683-0853

  683-0055

  683-0003

  683-0321

  689-4201

  684-0041

  683-0101

  689-3331

  689-3132

  689-4411

  689-5211

    
       

火災情報テレホンガイド　　０８５９－２２－０１１９

防火・救急に関するご相談・お問い合わせ

お気軽に最寄りの消防署へどうぞ

日野郡江府町武庫１３９０番地３    

　 TEL  ０８５９－３５－１９５１（代）

※本概況に関するお問い合わせは下記にお願いします。

火災・・・・・・・・・・・ 予防課予防係　 　　　０８５９－３５－１９５４

救急救助・・・・・・・ 警防課救急救助係　 ０８５９－３５－１９５９

　平成２２年度全国統一防火標語

「消したかな｣

　　　　　　　合言葉
　　　あなたを守る

１１９番着信状況・・指令課指令係　　　　 ０８５９－３５－１９６０

  所      在      地  

米子市両三柳５４５２番地       

米子市冨士見町１丁目１０３番地１     

米子市皆生５丁目８番５号             

西伯郡南部町清水川３番地１         

境港市中野町２１１６番地            

米子市大篠津町２９１３番地１      

西伯郡大山町末吉４０３番地２       

　 〒683－0853 米子市両三柳５４５２番地

　 鳥取県西部広域行政管理組合消防局

０８５９－７７－１００１日野郡日南町生山３４９番地１       

０８５８－４９－３００１

０８５９－７７－２００１

西伯郡大山町長野８８０番地３     

　 平成２２年７月発行

米子消防署南部出張所    

境港消防署    

境港消防署弓浜出張所    

電  話  番  号 

０８５９－３５－１９５１

０８５９－３９－０２５１

０８５９－３９－０２５３

０８５９－３９－６００３

０８５９－４７－０１１９

名      称 

米子消防署皆生出張所    

消  防  局    

米子消防署    

米子消防署伯耆出張所    西伯郡伯耆町溝口２０番地４         ０８５９－３９－９００１

江府消防署生山出張所    

大山消防署    

大山消防署中山出張所    

江府消防署    

０８５９－４８－２００５

０８５９－３９－５００２




